
　　　　

2025 年 2 月 10 日

9 時 0 分から 18 時 0 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念

私たち特定非営利活動法人ソレゾレは、地域の中で支え合い、共に成長する社会の実現を目指します。障がいをもつ子どもたちが、自然豊かな地域社会で安心して過ごし、学び、遊ぶこ
とのできる環境を提供します。地域の一員として、子どもたちとそのご家族、地域住民とともに手を取り合い共に歩むことを大切にしています。
人と人、人と地域がつながることで、より強い支援の輪が広がります。私たちは、地域住民の皆様と協力し、障がいをもつ子どもたちにとって、地域全体が温かなサポートネットワーク
となるよう努めます。すべての子どもたちが自分らしく成長できる社会の実現に向け、地域全体で支え合う力を育んでいきます。
また、私たちは子どもたちが地域で生涯にわたり自立して暮らしていける基盤づくりに努めます。教育・福祉・生活支援の連携を深め、地域の中で共に支え合いながら、みんなが地域社
会に根付いて暮らせる未来を切り拓いていきます。共生の精神を根底に、子どもたちと地域のつながりを深め、地域福祉の新しいかたちを創造し続けます。

事業所名 NPO法人ソレゾレ【放課後等デイサービスソレゾレcolors】 作成日ソレゾレ支援プログラム

遊びや課題活動を通して集中力や記憶力、数や形などの基礎的な認知機能の向上を図ります。
絵合わせカードやパズル、簡単なルール遊びなど、年齢や興味に合わせた課題を用意し、「できた！」「わかった！」という成功体験を重ねることで、自発的な行動や挑戦する力を育て
ていきます。また、行動面では、適切な場面での行動の切り替えや待つこと、順番を守ることなどのルール理解と実践を支援しています。

ことばの発達に応じた支援を行い、自分の気持ちや考えを相手に伝える力を育てます。
日々の会話や絵本の読み聞かせ、ごっこ遊びを通じて語彙を増やしたり、SST（ソーシャルスキルトレーニング）を取り入れて「こんなときどうする？」を一緒に考えたりします。また、
言語の表出が難しいお子さまには、絵カードやジェスチャー、視線などの代替手段も活用し、本人の「伝えたい」を引き出す関わりを大切にしています。

他者との関わりの中で、基本的なマナーやルール、助け合うことの大切さを体験的に学びます。
少人数のグループ活動を通して、「ありがとう」「ごめんなさい」「かして・いいよ」などのやりとりを練習しながら、信頼関係や相手の気持ちを尊重する姿勢を育みます。季節の行事
や地域交流イベントにも積極的に参加し、社会の中での自分の役割や立ち位置を自然と身につけられるよう支援しています。

支援方針

1. 地域との共生を基盤とした支援の提供:私たちは、障がいをもつ子どもたちが地域社会の一員として安心して暮らし、成長できる環境を整えます。地域住民との積極的な交流を促進
し、共に支え合う関係を築くことで、子どもたちの自立と社会参加を支援します。2.個別ニーズに応じた支援計画の策定利用者のアセスメントを基に、具体的な支援活動を計画し、年
間・月間・週間ごとの支援活動スケジュールを作成し、より個人にあった支援を行います。3.職員の専門性向上とチームワーク強化:職員向け研修や勉強会を定期的に実施し、支援スキル
の向上を図ります。また保護者および関係機関との協力体制の強化に努めます。

営業時間 送迎実施の有無

主な行事等

4月　プチコンサート　５月 ソレゾレCafé　6月　共進会「駄菓子屋ソレゾレ」出店　7月　つるいみんなの食堂　家族支援イベント「デイキャンプ」　8月　鶴居村運動センター夏祭り
「駄菓子屋ソレゾレ」出店　　９月　ふるさと祭り　「駄菓子屋ソレゾレ」出店
10月　あすぽっとチャリティフェス　「駄菓子屋ソレゾレ」出店　　11月　つるいみんなの食堂　「駄菓子屋ソレゾレ」出店
1月　ソレゾレCafé　　2月　つるいみんなの食堂　「駄菓子屋ソレゾレ」出店　　3月　ソレゾレCafé（新規体験）
その他：クリスマス会、ハロウィンイベント、花まつり参加　等、季節イベントの開催

家族支援

保護者支援・情報提供の強化
連絡帳やアプリを活用し、日々の支援状況を保護者にフィードバックを行いま
す。また、定期的に茶話会、相談面談を行い、施設内のお子さんの状況だけで
なく、発達に伴う相談アドバイスを常に行います。

移行支援

地域の学校や福祉施設、行政機関・他企業と連携し、子どもたちが地域の
中で継続的に支援を受けられる仕組みを構築します。他のNPO法人や就労
支援事業所と連携し、合同イベントや交流の場を設けることで、利用者が
さまざまな人や仕事に触れる機会を創出しています。

地域支援・地域連携

◆地域イベントの開催・参加：地域住民とともに楽しめるイベントやワーク
ショップの企画。地域団体・地域企業との合同イベントの実施
◆交流プログラムの提供：子どもたちと地域住民が協力して行う活動やイベン
トの実施。地域の高齢者や他企業との交流会の開催

職員の質の向上

職員の専門性向上とチームワーク強化
職員向け研修や勉強会を定期的に実施し、支援スキルの向上を図ります。
実施状況を共有しながら、臨床心理士や理学療法士などの専門家からの研
修も定期的に行います。

支　援　内　容

健康的な生活リズムや基本的な生活習慣の定着を目指し、「自分でできた！」という達成感を大切にしながら支援を行います。
たとえば、手洗いやうがい、着替え、持ち物の管理、食事のマナーといった日常生活の基本動作を、視覚的な手順書やスモールステップの声かけを活用して支援します。体調の変化に気
づけるような声かけや休息の促しも大切にしています。

個々の発達段階に応じた運動遊びや感覚統合を取り入れ、身体を動かすことの楽しさを感じながら基礎的な身体能力を養います。
室内ではマット運動やボール遊び、外では散歩や公園での活動を通じて、粗大運動と微細運動の両面から支援しています。また、感覚過敏・鈍麻の傾向があるお子さまには、ふれあい遊
びや感触遊び、音楽・リズム活動などを通して無理なく感覚刺激に慣れていけるよう工夫しています。
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